
令和3年11～12月開催　岸和田市立幼稚園及び保育所再編方針【改訂】、再編個別計画【前期計画】（案）市民説明会　質問・意見まとめ
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41 11/26（金） 福祉
総合センター

令和4年からの園区制の廃止は幼稚園を選ぶ子ども・保護者にとって良いことなのか。毎日通園する
ことを具体的に想定して決められたのか。

　来年度の幼稚園の受付状況は、校区外通園者は、4歳児：13名、5歳児：2名となっています。4歳児は3歳児で入園され、本来であれば居住地の校区へ転園となっ
ていましたが、そのままの幼稚園で残られている方が多いと見受けられます。
　園区制を無くすことで、校区外に住むご家族の送迎、勤務先の近くの幼稚園に通園が可能になることから、保護者の選択肢を広げるメリットがあります。当然、今
までと同様に、校区内の幼稚園にも通園はできます。保護者からの要望もあり、園区制を無くしました。

42 11/26（金） 福祉
総合センター

住んでいる地域によって市立園を選べないことをどうお考えか。この計画で待機児童は解消される
か。

　今回の再編は、14園の認定こども園（1園あたり150名）で再編を図る計画案となっています。全てのお子様が市立認定こども園に入園できるかどうかについて
は、選考・判定になるので確証はありません。また前期計画の旭幼稚園・旭保育所の在園児のお子様は、令和7年4月太田幼稚園地にできる認定こども園に、全員
転園していただく考え方です。定員に空き枠があれば、他の地域からも入園は可能ですので、お申し込みいただいて、入園できない場合、他の就学前施設をご利
用いただきたいと考えております。なお現在も保育所には園区制はありません。

43 11/26（金） 福祉
総合センター

　30代の子育て世代の減少は今に始まったことではない。何もしてこなかったのに、1～2年の間に、こ
の計画を進めるのはおかしい。先に具体的な対策をすべきだ。

　人口流出防止対策については、様々な取組みを実施しています。それが不十分だ。怠慢だ。というのは市民の方、それぞれの判断ですが、無為無策で過ごして
きた訳ではないと、ご承知いただきたいと思います。その中で、居住地を選ぶのに、子育てしやすい環境かどうかは、特に大きいと思います。待機児童・未入所児
童を解消することが、人口流出を止める大事な施策であると認識しています。

44 11/26（金） 福祉
総合センター

天神山幼稚園は給食があり、アレルギー対応もできている。貝塚市は岸和田市を参考にし、幼稚園で
の完全給食を4月から行っている。岸和田市は不公平がないようにとの観点からできないとの答弁で
あったが、できることからするのが、子ども達のためではないか。

　貝塚市は完全給食ではありません。4・5歳児のみで、アレルギー対応はしておりません。貝塚市はできることからしよう、というご判断をされたと思います。議会答
弁の内容としては「岸和田市は3歳児の給食には誤嚥を防ぐ十分な配慮が必要であり、4・5歳児と同じものを提供できない。各園は小学校に隣接はしているが、天
神山幼稚園のように同じ建物内ではないので、移動の際の安全・衛生面の確保が必要。また独立園3園もあることから、全体の公平性を確保することも教育委員
会としては必要である。幼稚園の給食のあり方については、今後十分検討して参る」ということでありました。それを良とされるのか否とされるのかは、それぞれ市
民の皆さん・市議会の判断であると考えます。

45 11/26（金） 福祉
総合センター

市立園を減らす中で民間園に協力してもらう事は良いが、市立園の良い保育を継承してほしい。民間
園の選定基準に、習い事はさせないという基準はあるのか。認定こども園になるのであれば、市立園の
ような園にしてほしい。

　我々が望んでいるのも、市立園で培ってきた良い所を継承していただくことです。提案される事業者も、それは勿論やっていきますが、それ以上の独自の提案もさ
れます。「ただそれ（独自の提案）を必ずしてください」という基準にはなっていません。将来的に目指している姿は、市立園で培ってきたことを、全ての民間園に継
承していき、市立園・民間園どの園にいても、安心して預けられるということです。

46 11/26（金） 福祉
総合センター

市立認定こども園は6園になる。前回の計画では、徐々に在園児は減るが、最後まで在園できるという
話であった。今回、その地域の市立施設に通っている子どもが一斉に転園することになる。全員が入れ
る規模になるのか。民間園は必ず8園できるのか。また 34園ある市立施設が6園に集約されることで、
先生・給食職員等の雇用はどうなるのか。

　現在およそ2,100名が市立施設（市立幼稚園・保育所）に通っています。市立6園・民間8園への再編で、現在、市立園に通われているお子様が、全て市立園に入
れることにはなっておりませんので、民間園で再編を図る場合は、そちらに入園していただくことになります。民間園の事業者の応募がない場合は、市立で設置す
ることも選択肢の一つとしてあります。
　また先生方には保育教諭資格を取っていただき、正規職員は給食調理員の方も含め、定年まで勤務していただきます。現在、幼稚園は小規模化のため、有給休
暇等も取得しづらくなっています。集約することで、就労環境が良くなるメリットもあると思っています。繰り返しになりますが、今居られる先生方の身分は保証し、希
望する限り定年まで勤務していただきます。

47 11/26（金） 福祉
総合センター

　現在、自宅から浜保育所まで3分。圏域に市立認定こども園が1園だけになることで通園時間がかか
り、勤務に支障がでる。またその1園にも入園できない可能性もある。市立保育所に通わせているので、
民間園の方針と合わない可能性も心配。計画で閉園になると聞くと、2人目の出産を考えているが躊躇
する。

　保育所入所の段階で、再編計画をお伝えさせていただき、保護者の方の了解を得て、入所していただく予定をしています。浜保育所・浜幼稚園については、老朽
化が顕著で、子どもたちの環境を整えたいという気持ちが、我々にもあります。岸城幼稚園・城内保育所を含めた4つの施設を集約するためには、大きな敷地が必
要になることから、設置場所については、今後検討していきます。設置エリアとしては、自転車での通園が可能な地域で考えていきますが、お住まいの状況では、
若干のご不便をお掛けするかもしれません。決定しておりませんので、まだ具体的にお示しできない状況ですが、浜保育所は、中期計画以降に公表する予定です
ので、その段階でご意見をお伺いしたいと考えております。
　市民の皆様の身近な所に、しかも市立園でとなると、更に小規模化になります。教育委員会では集団活動ができないことは、教育活動上制約があり、よろしくない
という判断をしています。現在も小規模園のお子様は、他の幼稚園へ行き、集団活動の機会を確保しています。浜幼稚園も、来年はそういった可能性があります。
身近な所にという考えは十分わかりますが、一定の選択が必要です。

48 11/26（金） 福祉
総合センター

　定員が少ない浜保育所を選んでいる。150人以上の規模になる認定こども園はコロナ禍で不安。また
市立保育所を希望しているので、選択肢が減ることが不安。2人目の出産を考えているが躊躇する。浜
保育所・浜幼稚園の具体的な内容はいつ分かるのか。浜保育所にできる可能性はないのか。再編をし
ないという選択肢はないのか。保育所はニーズがあるので残して欲しい。

　社会情勢・保護者ニーズを踏まえ、再編を進める中で必要に応じて見直し等を検討する予定です。現在は個別計画【前期計画】（案）をお示ししている状況です。
今後、中期計画は令和4年度、後期計画は令和7年度での公表を考えていますので、どちらかでお示ししたいと考えています。再編の対象となる施設については、
計画の2ヵ年前には必ず地元にお話するとしています。なお中期計画・後期計画については、まだ何も決まっていない状況です。浜保育所について言えば老朽化
が進んでおり、敷地面積も狭いことから、今後あの場所で、あの形での再編は難しいと考えております。また現在の考え方は、再編を進めていくというものです。そ
の結果として、保育所が残るかどうかはわかりません。再編にあたっては、市議会で協議の上、進めていく予定です。
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49 11/26（金） 福祉
総合センター

　認定こども園が市立6園・民間8園は少ない。老朽化は理解できるが、市立保育所・市立幼稚園を何園
か残す、建て替えることはできないのか。再編場所まで提示されているのに、先は分からないとの回答
が不安になる。

　ご意見として承ります。

50 11/26（金） 福祉
総合センター

　前回の計画は、全て民間認定こども園の案でした。しっかりとした教育・保育、障害児教育・保育は自
治体の役割。市立保育所・市立幼稚園は残して欲しい。根本的な計画の見直しをせず、小出しな修正
計画案で実施するのは卑怯だ。

　前回の再編方針は、全てを民間認定こども園にする内容でしたが、市議会からも大きな問題提起を受けたところです。民間園も市立園も等しく教育を提供する機
関としては相応しいと思っています。ではなぜ地域（3次生活圏）に1園の市立認定こども園を設置するのか、ということです。それは市立園には果たすべき機能・役
割があるためです。民間園では対応できない所、特に取り組むことが必要な所を先ずは市立園で研究をし、民間園に広げていく機能を担うということが、市立園に
必要な機能です。その機能を果たしていくという位置付けのために、地域（3次生活圏）ごとに市立認定こども園を設置することといたしました。今回、市立園で力を
入れてきた障害児保育を民間園にも広げるため、補助金制度の拡充も図っています。このような考え方については、先の市議会でご理解いただき、市民説明会に
臨むという事につきましても、了解をいただきました。そういったことから、再編の全体像として合わせてお示しをさせていただきました。
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